２　危機管理体制・役割分担 
   危機管理体制組織表と教職員の役割分担
　 ◎（日常）
	担当者
	活　　動　　内　　容

	 管理職
   校長・教頭

	 全体の統括
  ◇　安全教育に関する事項（安全教育、避難訓練、校外学習の事前指導など）
　◇　安全管理に関する事項（施設設備の点検、児童の安全確保に関する点検な
　　ど）
　◇　安全に関する組織活動（体制の整備、教職員を対象とした研修(*1)や訓練、　　　学校安全委員会(＊2)など）及び学校安全計画全体の状況把握と、必要な指示、　　　掌握
　◇　ＰＴＡ、地域、関係機関との連携

	安全部

	　◇　施設・設備の点検、児童の安全確保に関する点検
　◇　避難訓練の計画と実施
　◇　教職員対象の研修の計画と実施
　◇　学校安全委員会の企画・運営

	 担　任

	  ◇　児童に対する安全教育の実施（災害の発生及び復旧、通学路での安全、こ
　　ども110番のいえ、校内・校外で不審者と遭遇した場合の対応、避難訓練、
　　防犯訓練等）

	 救　護
   養護教諭

	  ◇　児童の健康状態、要観察者の状況と、かかりつけ医療機関の掌握
　◇　応急手当、心肺蘇生法についての講習会資料作成
　◇　救急病院の掌握
　◇　負傷者搬送時の必需品の確認と準備

	
	


   (＊1)　教職員研修                                                                      
  　　　ＰＴＡ・保護者・関係機関の連携のもと、次のとおり開催する。                      

 　　　 　◎　不審者侵入時・災害発生時の対処要領に基づいた教職員研修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（年度当初の職員会議で実施） 

   　　 　◎　不審者侵入・大規模災害を想定したシミュレーション訓練を複数回実施
   　 　　◎　応急手当、心肺蘇生法講習会の実施
  　　　　◎　危機対応能力等の向上や児童への安全教育を充実させるための研修会の実施
              安全教育を担当する教職員及び管理職が京都府総合教育センター及び京都府教育委員会等が行う安全研修会に参加し、伝達講習を実施する。 
　(＊2)　学校安全委員会（学校保健安全委員会）  　
        １　構成員　　校長、教頭、安全教育を担当する教職員、学年主任、保健主事、養護教諭、地域の関係機関（警察、消防、ＰＴＡ、ボランティア）等
　　　　２　会議開催回数・・・３回開催する。　　
    　　３　開催時期とテーマ
          (1)　４月上旬（本年度の計画）
          (2)　７月下旬（児童の安全確保の現状と課題の改善）
          (3)　２月下旬（本年度の総括と来年度の方向性）
　　　　
　◎災害発生時、不審者侵入時の役割を同じにする。　
　◎（緊急時）  出張等で不在者がある場合、臨機応変に役割を分担する。
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児童生徒等避難後

校内緊急放送

情報収集

情報収集、整理

下校の指示

関係機関へ連絡（消防・警察等）

児童・教職員の安否の確認

避難の判断（避難場所、下校の判断）

搬送先への付添いの指示、把握

児童への行動の連絡（放送等）

関係機関へ連絡（教育委員会等）

新たに発生する事案への対応と指示

負傷者の保護者への連絡

児童へ指示後、災害発生場所に急行

消火活動

初期消火・不審者対応

救護、救助へ移行

校内巡回（災害発生場所、 不審者対応）�

不審者対応（警察へ引き渡すまで）

状況報告（携帯電話・インターホン・伝令による）

児童へ指示

安全確認

避難経路を判断・指示

負傷者対応

避難誘導

児童の観察

心のケア

保護者への緊急連絡

児童へ指示後、校内巡回

状況報告

　　　→負傷者への応急手当・救護所へ搬出

救急車へ同乗

行方不明児童、教職員の捜索

情報収集と状況報告

救護体制の確立（救急用品準備、救護所設置）

負傷者搬送先確認

負傷者の全体把握

負傷者の保護者へ連絡

救急、医療機関への連絡

心のケア
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